
   

 

 

  

 

   

都立府中療育センター新聞 第５００号 発行日 令和元年８月１日 

あけぼのすぎが通算５００号となりました。記念号の巻頭は、療育に日の浅い私としては荷が重

かったのですが、違った視点から見据えるのも意義があると思い引き受けました。 

創刊は昭和５０年（１９７５年）２月です。当時の療育センターの環境は厳しく、内外に問題が

山積でした。職員間のコミュニケーション不足も指摘され、そのコミュニケーションツールとして

当誌を創設した経緯があります。その後４４年余りを経て５００号となりましたが、年平均で１１

回以上刊行していることになります。当初はＢ４版２ページであったものがＡ４版４ページとなり

ました。タイトルも「療育センター新聞」から「府中療育センター新聞」を経て、現在の「あけぼ

のすぎ」になりました。バックのイラストは入所者のＫさんにお願いし、府中療育センター祭りの

キャラクターである「メタセこいやん」と「くぬぎちゃん」が登場します。役割も変化し、職員間

のコミュニケーションが多く占めていたものが、４００号以降「療育センターの魅力をつたえるも

の」となりました。これに呼応する形で記事から「療育運営会議」や「人事往来」がなくなり、福

祉協議会報告、学術集会報告が増えました。職員や編集者の素顔が垣間見えた「ペンリレー」や

「編集後記」がなくなったのは少し寂しい気がします。最近は利用者の高齢化、重症化を反映して

摂食嚥下、緩和ケア、日中活動支援の記事も目立ちます。時代を反映しつつ、広報誌としての役割

を果たしてきたと思います。 

来年６月ごろに、多摩療育園と

一緒になって新センターがス

タートします。新しい仲間が増

えます。新センターには心身障

害児者の療育・医療の拠点に加

え、通園、通所、短期入所の受

け入れの拡充、人材育成・情報

発信の拠点の役割が期待されて

います。今後も「あけぼのす

ぎ」が新センターとともに成長

し、その時々の魅力を長く伝え

てくれるよう望みます。  

  

「あけぼのすぎ」５００号を記念して  

院長 大島 哲 



２００号（平成４年１２月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な記事＞ 

・文化祭週間終わる!!  ・待望の通所事業の開始 

・ペンリレー                  ・療育豆知識 
 

 平成３年４月発行の１９２号から、担当者によるペンリレー

が始まりました。２００号を担当したのは栄養科で、調理道

具に感謝する「包丁祭り」が各病院の栄養科で行われてい

ることを紹介していました。 

 

３００号（平成１４年２月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な記事＞ 

・センター新聞３００号を記念して  ・初詣 

・医学豆知識「インフルエンザ」    ・クリスマス会 
 

 ３００号では、この号のように創刊号や１００号、２００号の

縮小紙面を掲載しました。また、この前の２７０号からは紙

面がＡ４サイズとなり、さらに３２５号からはカラー印刷にな

るなど、今のセンター新聞の原型ができた頃でもあります。 

創刊号（昭和５０年２月号） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な記事＞ 

・創刊にあたって  ・サークル紹介『自動車部』 

・昭和５０年度予算について  ・よりよい療育のために 
 

 創刊当時には「自動車部」というサークルがあり、自動

車通勤職員向けに、運転技術の向上を目的としたツーリ

ングや旅行を企画していたほか、警察署の方を招いて安

全運転講習会を開催していたようです。 

１００号（昭和５８年１１月号） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な記事＞ 

・センター新聞 100号に寄せて ・それぞれの遠足行事 

・僕たち料理をつくります  ・100号記念 創刊のころ 
 

 当時の１－Ａ病棟では、サークル活動の一環として料理

教室を開いていました。利用者さんとのおこのみ焼きや

クッキー作りは、日常生活を豊かにする取組でした。 

 

 

 センター新聞は昭和５０年２月の創刊から、本号で５００号を迎えることができました。 

 ここでは、創刊号から節目となる記念号に掲載された記事を紹介いたします。 

 
 

 

 

 

 
 

センター新聞の歩み 



 

 

                                    

   

 

 

 

 

             

 

                                                                

 

 
 

府中療育センター・あんなことこんなこと 

 今では夏の風物詩としておなじみのプールですが、実

は最初からセンターにあった訳ではありませんでした。 

 プールが完成したのは昭和６１年８月１２日で、開設か

ら１８年目のことです。新センターでは屋内プールとな

り、天候に左右されず楽しめるようになる予定です。 

 センター新聞４５年の歴史の中で、印象的な記事をピックアップしてみました。当時の写真と

ともに御紹介いたします。 

↑センター新聞１３１号（昭和６１年８月号）より 

① プール 

② 通所部門 

 当センターの通所事

業は、平成４年に定員

１５名で開始しました。

現在は受入れ枠を２２

名に拡大しています。 

 通所では日常のケア

のほか様々な行事を開

催するほか、看護学校

の実習生を受け入れる

など、在宅の障害児

（者）を支える人の育成

の場としての側面も併

せ持っています。 

→センター新聞２００号 

（平成４年１２月号）より 

                  ４００号（平成２３年３月号）    
  

 ＜主な記事＞ 

・平成２２年度くぬぎ分教室卒業式  ・バスハイク 

・指導科行事「おもちゃと遊ぼう♪」  

・府中療育センター新聞名称募集のお知らせ 
 

 現在のセンター新聞タイトルは「あけぼのすぎ」ですが、

この名称で発行しているのは４１３号からで、それまでは

「府中療育センター新聞」という名称でした。 

 この４００号で新しい名称を募集し、１１件の応募の中か

ら皆さんの投票で、メタセコイヤの和名である「あけぼの

すぎ」と決定しました。 



 

 

                                    

   

 

 

 

 

             

 

＊－＊－＊ホームページもご覧下さい＊－＊－＊ 
 

     http：//www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/ 

                     fuchuryo/index.html 

   

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都立府中療育センター新聞 第５００号 

〒１８３－８５５３ 

東京都府中市武蔵台２－９－２ 

  東京都立府中療育センター 

   電話 ０４２（３２３）５１１５ 
   Fax   ０４２（３２２）６２０７ 

 府中療育センターは、来年６月に新センターへと移転を予定しています。次の６００号記念号

は、新しいセンターからお送りすることになるでしょう。 

 当センターは移転後も、重症心身障害児（者）の方々を支える拠点として、各種の取組を進めて

いく所存です。これからもよろしくお願いいたします。 

昭和４７年のセンター全景 

平成３０年のセンター全景 

新センター建設中 

（平成３１年） 

新センター 

令和２年開設予定 

③ 地域療育講習会 

 地域療育講習会は運営の基本方針の一つ

である「地域療育の支援」の一貫として、地域

の療育機関等で在宅の重症心身障害児（者）

の支援をされている方に、職員が培った専門

的技術を発信、提供する取組です。 

 平成１８年１１月から始まった当講習会は、

本年３月に２６回目の開催を迎えました。今後

も、地域療育のより一層の充実を図るため、講

習会を定期的に開催してまいります。 

 今年度の開催は１０月を予定しており、是非

皆様の御参加をお待ちしております。 

→センター新聞３５３号（平成１８年１２月号）より 

府中療育センターの移転について 


